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20
20
年
度
　
専
門
学
校
麻
生
看
護
大
学
校
 看
護
科
　
前
期
一
般
入
学
試
験
　
簿
記

（
全
問
必
答
）

第
１
問
　
次
の
問
い
に
答
え
よ
。【
解
答
番
号
 
１
 ～
 
20
 】

問
１
　
 次
の
資
料
の
空
欄
 
１
 ～
 
10
 に
適
切
な
語
句
を
、
下
記
の
解
答
語
群
か
ら
選
び
な
さ
い
。

①
 　
   
１
 は
、
収
益
か
ら
 
２
 を
差
し
引
い
た
金
額
を
利
益
と
し
て
表
示
す
る
報
告
書
で
あ
り
、
企
業
の
一
定
期
間
に
お
け
る
経

営
成
績
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
１
【
①
解
答
語
群
】

1
精
算
表

2
財
政
状
態

3
損
金

4
益
金

5
費
目

6
当
期
純
利
益

7
一
定
期
日

8
売
上
原
価

9
費
用

0
損
益
計
算
書

②
 　
  貸
借
対
照
表
は
、 
３
 と
負
債
・
資
本
を
表
示
す
る
報
告
書
で
あ
り
、
企
業
の
一
定
期
日
の
 
４
 を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

あ
る
。

問
１
【
②
解
答
語
群
】

1
純
資
産

2
自
己
資
本

3
資
産

4
一
定
期
間

5
期
間
損
益
計
算

6
財
政
状
態

7
営
業
損
益
計
算

8
他
人
資
本

9
経
常
利
益

0
純
損
益
計
算

③
 　
  企
業
の
財
政
に
 
５
 な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
備
え
て
 
６
 に
 
７
 な
会
計
処
理
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問
１
【
③
解
答
語
群
】

1
適
切

2
適
当

3
妥
当

4
明
確

5
健
全

6
有
効

7
不
利

8
有
利

9
最
適

0
正
常

④
　
  企
業
会
計
は
、 
８
 の
取
引
に
つ
き
、
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ
て
、
９
 な
 
10
 を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
１
【
④
解
答
語
群
】

1
す
べ
て

2
複
式
簿
記

3
会
計
組
織

4
会
計
帳
簿

5
財
務
諸
表

6
会
計
期
間

7
正
確

8
適
切

9
明
瞭

0
純
粋

受
験
番
号

氏
　
　
名
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問
２
　
次
の
資
料
の
空
欄
 
11
 ～
 
20
 に
適
切
な
勘
定
科
目
　
又
は
　
金
額
を
、
下
記
の
解
答
語
群
か
ら
選
び
な
さ
い
。

　
　
　
  ま
た
、
仕
訳
に
関
し
て
は
、
S
商
店
の
平
成
30
年
度
に
関
す
る
問
い
と
し
、
金
額
の
単
位
は
全
て
円
と
す
る
。
な
お
、
仕
訳
の

空
欄
は
全
て
埋
ま
る
と
は
限
ら
な
い
。

①
 　
  建
設
会
社
に
商
品
保
管
目
的
で
使
用
す
る
倉
庫
の
建
築
を
依
頼
し
、
請
負
価
格
￥
6,2
00
,00
0
の
う
ち
、
￥
62
0,0
00
の
小
切
手
を

振
り
出
し
て
支
払
っ
た
。

借
方
科
目

金
　
額

貸
方
科
目

金
　
額

11
12

問
２
【
①
解
答
語
群
】

1
建
物

2
建
設
仮

3
仕
入

4
手
付
金

5
当
座

6
6,2
00
,00
0

7
62
,00
0

8
62
0,0
00

9
31
0,0
00

0
3,1
00
,00
0

②
 　
  前
期
末
に
繰
り
延
べ
た
保
険
料
￥
12
0,0
00
を
、
期
首
に
再
振
り
替
え
し
た
。

借
方
科
目

金
　
額

貸
方
科
目

金
　
額

13
12
0,0
00

14
12
0,0
00

問
２
【
②
解
答
語
群
】

1
前
払
保
険
料

2
支
払
家
賃

3
未
払
保
険
料

4
福
利
厚
生
費

5
再
振
替
仕
訳

6
前
払
手
数
料

7
支
払
利
息

8
受
取
利
息

9
法
定
福
利
費

0
支
払
保
険
料

③
 　
  従
業
員
か
ら
預
か
っ
た
旅
行
積
立
金
が
設
定
額
に
達
し
た
の
で
社
員
旅
行
の
申
し
込
み
を
行
い
、
そ
の
費
用
￥
3,7
20
,00
0
を
旅

行
代
理
店
に
現
金
で
支
払
っ
た
。
な
お
、
￥
1,2
80
,00
0
は
会
社
が
負
担
す
る
事
と
し
た
。

借
方
科
目

金
　
額

貸
方
科
目

金
　
額

従
業
員
預
り
金

現
金

16
15

問
２
【
③
解
答
語
群
】

1
3,7
20
,00
0

2
5,0
00
,00
0

3
1,2
80
,00
0

4
2,4
40
,00
0

5
5,1
00
,00
0

6
給
料

7
旅
費
交
通
費

8
法
定
福
利
費

9
福
利
厚
生
費

0
旅
行
積
立
金

④
 　
  決
算
に
つ
き
、
さ
き
に
、
現
金
不
足
額
￥
12
,00
0
を
現
金
過
不
足
勘
定
で
処
理
し
て
い
た
が
、
本
日
、
出
張
に
伴
う
旅
費
交
通
費

￥
13
,00
0
を
精
算
し
た
際
に
、
記
帳
を
し
て
い
な
か
っ
た
事
が
判
明
し
、
こ
れ
を
訂
正
し
た
。

借
方
科
目

金
　
額

貸
方
科
目

金
　
額

13
,00
0

12
,00
0

17
18

問
２
【
④
解
答
語
群
】

1
雑
収
入

2
雑
損
失

3
特
別
利
益

4
営
業
外
収
益

5
現
金
過
不
足

6
1,0
00

7
6,0
00

8
12
,00
0

9
13
,00
0

0
25
,00
0

⑤
 　
  土
地
と
建
物
に
対
す
る
固
定
資
産
税
￥
22
0,0
00
の
納
税
通
知
書
を
受
け
取
り
、
直
ち
に
全
額
を
現
金
で
納
付
し
た
。

借
方
科
目

金
　
額

貸
方
科
目

金
　
額

固
定
資
産
税

19
20

問
２
【
⑤
解
答
語
群
】

1
22
,00
0

2
22
0,0
00

3
10
5,0
00

4
22
5,0
00

5
11
5,0
00

6
土
地

7
固
定
資
産
税

8
建
物

9
現
金

0
普
通
預
金
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2020 年度　専門学校麻生看護大学校 看護科　前期一般入学試験　簿記

（全問必答）

第１問　次の問いに答えよ。【解答番号 １  ～ 20  】

問１　 次の資料の空欄 １  ～ 10  に適切な語句を、下記の解答語群から選びなさい。

① 　   １  は、収益から ２  を差し引いた金額を利益として表示する報告書であり、企業の一定期間における経
営成績を明らかにするものである。

問１【①解答語群】
1 精算表 2 財政状態 3 損金 4 益金 5 費目

6 当期純利益 7 一定期日 8 売上原価 9 費用 0 損益計算書

② 　  貸借対照表は、 ３  と負債・資本を表示する報告書であり、企業の一定期日の ４  を明らかにするもので
ある。

問１【②解答語群】
1 純資産 2 自己資本 3 資産 4 一定期間 5 期間損益計算

6 財政状態 7 営業損益計算 8 他人資本 9 経常利益 0 純損益計算

③ 　  企業の財政に ５  な影響を及ぼす可能性がある場合には、これに備えて ６  に ７  な会計処理をしなけ
ればならない。

問１【③解答語群】
1 適切 2 適当 3 妥当 4 明確 5 健全

6 有効 7 不利 8 有利 9 最適 0 正常

④　  企業会計は、 ８  の取引につき、正規の簿記の原則に従って、 ９  な 10  を作成しなければならない。

問１【④解答語群】
1 すべて 2 複式簿記 3 会計組織 4 会計帳簿 5 財務諸表

6 会計期間 7 正確 8 適切 9 明瞭 0 純粋

受験番号

氏　　名
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問２　次の資料の空欄 11  ～ 20  に適切な勘定科目　又は　金額を、下記の解答語群から選びなさい。
　　　  また、仕訳に関しては、S商店の平成 30 年度に関する問いとし、金額の単位は全て円とする。なお、仕訳の

空欄は全て埋まるとは限らない。

① 　  建設会社に商品保管目的で使用する倉庫の建築を依頼し、請負価格￥6,200,000 のうち、￥620,000 の小切手を
振り出して支払った。

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
11 12

問２【①解答語群】
1 建物 2 建設仮 3 仕入 4 手付金 5 当座

6 6,200,000 7 62,000 8 620,000 9 310,000 0 3,100,000

② 　  前期末に繰り延べた保険料￥120,000 を、期首に再振り替えした。

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
13 120,000 14 120,000

問２【②解答語群】
1 前払保険料 2 支払家賃 3 未払保険料 4 福利厚生費 5 再振替仕訳

6 前払手数料 7 支払利息 8 受取利息 9 法定福利費 0 支払保険料

③ 　  従業員から預かった旅行積立金が設定額に達したので社員旅行の申し込みを行い、その費用￥3,720,000 を旅
行代理店に現金で支払った。なお、￥1,280,000 は会社が負担する事とした。

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
従業員預り金 現金 16

15

問２【③解答語群】
1 3,720,000 2 5,000,000 3 1,280,000 4 2,440,000 5 5,100,000

6 給料 7 旅費交通費 8 法定福利費 9 福利厚生費 0 旅行積立金

④ 　  決算につき、さきに、現金不足額￥12,000 を現金過不足勘定で処理していたが、本日、出張に伴う旅費交通費
￥13,000 を精算した際に、記帳をしていなかった事が判明し、これを訂正した。

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
13,000 12,000

17 18

問２【④解答語群】
1 雑収入 2 雑損失 3 特別利益 4 営業外収益 5 現金過不足

6 1,000 7 6,000 8 12,000 9 13,000 0 25,000

⑤ 　  土地と建物に対する固定資産税￥220,000 の納税通知書を受け取り、直ちに全額を現金で納付した。

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
固定資産税 19 20

問２【⑤解答語群】
1 22,000 2 220,000 3 105,000 4 225,000 5 115,000

6 土地 7 固定資産税 8 建物 9 現金 0 普通預金
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第２問　次の問いに答えよ。【解答番号 21  ～ 35  】

次の資料の空欄 21  ～ 35  に適切な語句を、下記の解答語群から選びなさい。

①　貸借対照表　及び　損益計算書から 21  ～ 22  の金額を求めなさい。

【①解答語群】
1 1,000 2 3,000 3 5,000 4 10,000 5 15,000

6 20,000 7 35,000 8 45,000 9 50,000 0 65,000

②　期首　期末　貸借対照表　及び　損益計算書から 23  ～ 26  の金額を求めなさい。

【②解答語群】
1 1,000 2 3,000 3 5,000 4 10,000 5 15,000

6 20,000 7 30,000 8 40,000 9 50,000 0 35,000

負　債

純資産

貸借対照表

資　産
50,000

30,000

21

収益

損益計算書

費　用

当期純利益
45,000

35,000

22

資　産

期首　貸借対照表

負　債

純資産
55,000

25,000

23

期末　貸借対照表

資　産

負　債

純資産
80,000

40,000

24

収　益

損益計算書

費　用

当期純利益

25,000

25

26
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③　期首　期末　貸借対照表　及び　損益計算書から 27  ～ 30  の金額を求めなさい。

【③解答語群】
1 5,000 2 10,000 3 15,000 4 20,000 5 25,000

6 30,000 7 35,000 8 40,000 9 45,000 0 65,000

④　期間中の商品売買取引　及び　期首・期末商品棚卸高から 31  ～ 35  の金額を求めなさい。

純仕入高 総売上高 売上原価 純売上高 売上総利益
31 32 33 34 35

【④解答語群】
1 25,000 2 33,000 3 107,000 4 112,000 5 115,000

6 140,000 7 152,000 8 164,000 9 173,000 0 201,000

資　産

期首　貸借対照表

負　債

純資産
80,000

40,000

27
28

期末　貸借対照表

資　産

負　債

純資産
100,000

29

収　益

損益計算書

費　用

当期純利益
70,000

25,000

30

１．当期総仕入高 ￥ 120,000
２．当期仕入返品高 ￥ 8,000
３．当期総売上高 ￥ 152,000
４．当期売上返品高 ￥ 12,000

５．期首商品棚卸高 ￥ 25,000
６．期末商品棚卸高 ￥ 30,000
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第３問　次の問いに答えよ。【解答番号 36  ～ 50  】

次の決算整理事項によって、適切な語句を、下記の解答語群から選びなさい。
なお、当店H商店（決算　年 1回、12 月 31 日）の平成 30 年度に関する問いとする。

①　決算整理後残高試算表

残高試算表
平成30年 12月 31 日

借　方 勘定科目 貸　方

500,000 現金

270,000 普通預金

400,000 受取手形

500,000 売掛金

貸倒引当金 18,000

35,000 消耗品

420,000 有価証券

200,000 繰越商品

2,400,000 車両運搬具

減価償却累計額 720,000

130,000 未収手数料

支払手形 494,000

買掛金 450,000

資本金 2,000,000

売上 7,200,000

受取手数料 240,000

4,200,000 仕入

1,200,000 給料

580,000 支払家賃

15,000 消耗品費

2,000 貸倒引当金繰入

240,000 減価償却費

30,000 有価証券評価損

11,122,000 11,122,000

（単位：円）
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②　決算整理事項

１．決算整理前残高試算表　仕入勘定　￥4,100,000　※売上原価は、仕入勘定を用いて行うこと。

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
仕入 36 繰越商品

繰越商品 37

【１　解答語群】
1 100,000 2 200,000 3 300,000 4 400,000 5 500,000

6 1,200,000 7 2,400,000 8 3,600,000 9 3,800,000 0 4,000,000

２．売上債権の期末残高に対して、実績法にて見積もる。（差額補充法）

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
貸倒引当金繰入 38

【２　解答語群】
1 2,000 2 4,000 3 6,000 4 8,000 5 10,000

6 12,000 7 14,000 8 16,000 9 18,000 0 20,000

３．車両については、間接法により減価償却を行う。

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
39 40

【３　解答語群】
1 車両 2 減価償却費 3 減価償却累計額 4 車両減価償却累計額 5 備品減価償却累計額

6 24,000 7 48,000 8 72,000 9 96,000 0 240,000

４．有価証券を評価替えする。

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
41 42

【４　解答語群】
1 有価証券 2 その他有価証券 3 有価証券売却益 4 有価証券評価益 5 有価証券評価損

6 20,000 7 30,000 8 40,000 9 50,000 0 60,000
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第２問　次の問いに答えよ。【解答番号 21  ～ 35  】

次の資料の空欄 21  ～ 35  に適切な語句を、下記の解答語群から選びなさい。

①　貸借対照表　及び　損益計算書から 21  ～ 22  の金額を求めなさい。

【①解答語群】
1 1,000 2 3,000 3 5,000 4 10,000 5 15,000

6 20,000 7 35,000 8 45,000 9 50,000 0 65,000

②　期首　期末　貸借対照表　及び　損益計算書から 23  ～ 26  の金額を求めなさい。

【②解答語群】
1 1,000 2 3,000 3 5,000 4 10,000 5 15,000

6 20,000 7 30,000 8 40,000 9 50,000 0 35,000

負　債

純資産

貸借対照表

資　産
50,000

30,000

21

収益

損益計算書

費　用

当期純利益
45,000

35,000

22

資　産

期首　貸借対照表

負　債

純資産
55,000

25,000

23

期末　貸借対照表

資　産

負　債

純資産
80,000

40,000

24

収　益

損益計算書

費　用

当期純利益

25,000

25

26
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③　期首　期末　貸借対照表　及び　損益計算書から 27  ～ 30  の金額を求めなさい。

【③解答語群】
1 5,000 2 10,000 3 15,000 4 20,000 5 25,000

6 30,000 7 35,000 8 40,000 9 45,000 0 65,000

④　期間中の商品売買取引　及び　期首・期末商品棚卸高から 31  ～ 35  の金額を求めなさい。

純仕入高 総売上高 売上原価 純売上高 売上総利益
31 32 33 34 35

【④解答語群】
1 25,000 2 33,000 3 107,000 4 112,000 5 115,000

6 140,000 7 152,000 8 164,000 9 173,000 0 201,000

資　産

期首　貸借対照表

負　債

純資産
80,000

40,000

27
28

期末　貸借対照表

資　産

負　債

純資産
100,000

29

収　益

損益計算書

費　用

当期純利益
70,000

25,000

30

１．当期総仕入高 ￥ 120,000
２．当期仕入返品高 ￥ 8,000
３．当期総売上高 ￥ 152,000
４．当期売上返品高 ￥ 12,000

５．期首商品棚卸高 ￥ 25,000
６．期末商品棚卸高 ￥ 30,000
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第３問　次の問いに答えよ。【解答番号 36  ～ 50  】

次の決算整理事項によって、適切な語句を、下記の解答語群から選びなさい。
なお、当店H商店（決算　年 1回、12 月 31 日）の平成 30 年度に関する問いとする。

①　決算整理後残高試算表

残高試算表
平成30年 12月 31 日

借　方 勘定科目 貸　方

500,000 現金

270,000 普通預金

400,000 受取手形

500,000 売掛金

貸倒引当金 18,000

35,000 消耗品

420,000 有価証券

200,000 繰越商品

2,400,000 車両運搬具

減価償却累計額 720,000

130,000 未収手数料

支払手形 494,000

買掛金 450,000

資本金 2,000,000

売上 7,200,000

受取手数料 240,000

4,200,000 仕入

1,200,000 給料

580,000 支払家賃

15,000 消耗品費

2,000 貸倒引当金繰入

240,000 減価償却費

30,000 有価証券評価損

11,122,000 11,122,000

（単位：円）
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②　決算整理事項

１．決算整理前残高試算表　仕入勘定　￥4,100,000　※売上原価は、仕入勘定を用いて行うこと。

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
仕入 36 繰越商品
繰越商品 37

【１　解答語群】
1 100,000 2 200,000 3 300,000 4 400,000 5 500,000

6 1,200,000 7 2,400,000 8 3,600,000 9 3,800,000 0 4,000,000

２．売上債権の期末残高に対して、実績法にて見積もる。（差額補充法）

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
貸倒引当金繰入 38

【２　解答語群】
1 2,000 2 4,000 3 6,000 4 8,000 5 10,000

6 12,000 7 14,000 8 16,000 9 18,000 0 20,000

３．車両については、間接法により減価償却を行う。

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
39 40

【３　解答語群】
1 車両 2 減価償却費 3 減価償却累計額 4 車両減価償却累計額 5 備品減価償却累計額

6 24,000 7 48,000 8 72,000 9 96,000 0 240,000

４．有価証券を評価替えする。

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
41 42

【４　解答語群】
1 有価証券 2 その他有価証券 3 有価証券売却益 4 有価証券評価益 5 有価証券評価損

6 20,000 7 30,000 8 40,000 9 50,000 0 60,000
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５．消耗品購入時に消耗品勘定で処理している。

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
43 44

【５　解答語群】
1 消耗品 2 広告宣伝費 3 租税公課 4 雑収入 5 消耗品費

6 15,000 7 25,000 8 35,000 9 45,000 0 55,000

６．手数料の未収高（未確定債権）

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
45 46

【６　解答語群】
1 現金 2 未収手数料 3 受取手数料 4 未払手数料 5 未収入金

6 13,000 7 26,000 8 130,000 9 260,000 0 480,000

７．損益計算書　及び　貸借対照表に記載される、下記の金額を求めよ。

消耗品 期末商品棚卸高 売上総利益 当期純利益
47 48 49 50

【７　解答語群】
1 15,000 2 35,000 3 50,000 4 100,000 5 200,000

6 443,000 7 886,000 8 1,173,000 9 1,256,000 0 3,000,000


